
JP 4559206 B2 2010.10.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域と前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素
領域によって囲まれた白色のサブ画素領域とから各々が構成される複数の画素領域が規定
される第１基板と；
　前記第１基板の上部に形成されるゲート配線と；
　前記ゲート配線と交差するデータ配線と；
　前記ゲート配線及び前記データ配線に接続されるスイッチング素子と；
　前記スイッチング素子に接続された、前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域に
各々対応する赤色、緑色、青色及び黄色の画素電極と；
　第２基板の上部に形成され、前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域に各々対応
する赤色、緑色、青色及び黄色のサブカラーフィルター層と；
　前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブカラーフィルター層の上部に形成される共通電極
と；
　前記赤色、緑色、青色及び黄色の画素電極と前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブカラ
ーフィルター層との間に形成される液晶層とを含む液晶表示装置。
【請求項２】
　前記赤色、緑色、青色及び黄色の画素電極のうちの隣接する画素電極には、相互に異な
る極性の電圧が印加されることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
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　前記白色のサブ画素領域には、前記赤色、緑色、青色及び黄色の画素電極により間接電
場が形成されることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記間接電場は、前記赤色、緑色、青色及び黄色の画素電極のうちの隣接する画素電極
間に形成されることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記白色のサブ画素領域に対応する液晶層は、前記間接電場によって各画素毎に駆動さ
れることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記白色のサブ画素領域に対応する液晶層は、前記赤色、緑色、青色及び黄色の画素電
極のうちの隣接する画素電極に印加される電圧の差によって透過率が変わるように駆動さ
れることを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域は、各々１つの角が切断された四角形で
あり、前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域は、縦横に相互に隣接して１つの四
角形状を構成し、前記白色のサブ画素領域は、前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素
領域の前記切断された角によって規定される領域であることを特徴とする請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第２基板の上部に形成された、前記白色のサブ画素領域に対応する白色のサブカラ
ーフィルター層をさらに含み、前記共通電極は、前記白色のサブカラーフィルター層の上
部に延長されて構成されることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域と前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素
領域によって囲まれた白色のサブ画素領域とから各々が構成される複数の画素領域が規定
される第１基板と；
　前記第１基板の上部に形成されるゲート配線と；
　前記ゲート配線と交差するデータ配線と；
　前記ゲート配線及び前記データ配線に接続されるスイッチング素子と；
　前記スイッチング素子に接続され、前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域の各
々において螺旋状に形成される赤色、緑色、青色及び黄色画素電極と；
　前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域の各々において螺旋状に形成され、前記
赤色、緑色、青色及び黄色の画素電極と離隔され、交互に形成される共通電極と；
　前記第２基板の上部に形成され、前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域に各々
対応する赤色、緑色、青色及び黄色のサブカラーフィルター層と；
　前記赤色、緑色、青色及び黄色の画素電極と前記赤色、緑色、青色及び黄色のカラーフ
ィルター層との間に形成される液晶層とを含む液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記白色のサブ画素領域には、前記赤色、緑色、青色及び黄色の画素電極の各々から延
長される赤色、緑色、青色及び黄色の第１補助画素電極と、前記赤色、緑色、青色及び黄
色の第１補助画素電極の各々から垂直に延長される赤色、緑色、青色及び黄色の第２補助
画素電極とがさらに形成されることを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記赤色の第１補助画素電極と前記黄色の第２補助画素電極、前記赤色の第２補助画素
電極と前記緑色の第１補助画素電極、前記緑色の第２補助画素電極と前記青色の第１補助
画素電極、前記青色の第２補助画素電極と前記黄色の第１補助画素電極は、各々平行であ
ることを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記白色のサブ画素領域に対応する液晶層は、前記赤色、緑色、青色及び黄色の第１補
助画素電極と前記赤色、緑色、青色及び黄色の第２補助画素電極との間に印加された電場
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によって駆動されることを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記白色のサブ画素領域に対応する液晶層は、前記赤色、緑色、青色及び黄色の第１補
助画素電極と前記赤色、緑色、青色及び黄色の第２補助画素電極のうちの隣接する第１補
助電極と第２補助電極との間に印加された電圧の差によって透過率が変わるように駆動さ
れることを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記赤色、緑色、青色及び黄色の画素電極のうちの隣接する画素電極には、相互に異な
る極性の電圧が印加されることを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域は、各々１つの角が切断された四角形状
であり、前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域は、縦横に、相互に隣接して１つ
の四角形状を構成し、前記白色のサブ画素領域は、前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ
画素領域の前記切断された角によって規定された領域であることを特徴とする請求項９に
記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　赤色を表示する赤色のサブ画素領域と；
　緑色を表示する緑色のサブ画素領域と；
　青色Ｂを表示する青色のサブ画素領域と；
　黄色Ｙを表示する黄色のサブ画素領域と；
　前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域によって囲まれた、白色を表示する白色
のサブ画素領域とを含み、
前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域は、各々１つの角が切断された四角形状で
あり、前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画素領域は、縦横に、相互に隣接して１つの
四角形状を構成し、前記白色のサブ画素領域は、前記赤色、緑色、青色及び黄色のサブ画
素領域の前記切断された角によって規定された領域であることを特徴とする液晶表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係り、特に、画素ごとに開口率及び輝度が制御できる、動的
に開口率を制御する構造の液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在のテレビやモニターのようなディスプレー装置には、陰極線管（ＣＲＴ）が主に使
用されているが、陰極線管は、重量や容積が大きく、駆動電圧が高いという短所がある。
　このため、低消費電力化等の優れた特性をもつ平板表示装置（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　
Ｄｉｓｐｌａｙ、ＦＰＤ）の必要性が増大しており、液晶表示装置または、電界発光素子
（ＥＬＤ）等が開発されてきた。
【０００３】
　それらのうち、液晶表示装置は、アレイ基板及びカラーフィルター基板間に存在する液
晶層の光学的異方性を利用した屈折率の差により画像を表示する非発光素子である。
【０００４】
　図１は、従来の液晶表示装置を概略的に示した分解斜視図である。
　図示したように、一般的な液晶表示装置は、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂの複数のサブカラ
ーフィルター７ａ、７ｂ、７ｃを含むカラーフィルター層７、各サブカラーフィルター７
ａ、７ｂ、７ｃ間に構成されたブラックマトリックス６、及び、カラーフィルター層７と
ブラックマトリックス６上とに蒸着された透明な共通電極１８が形成された第１基板５と
、サブ画素領域ＰＳ上に形成された画素電極１７、スイッチング素子Ｔ、及びアレイ配線
が形成された第２基板２２とから構成され、第１基板５及び第２基板２２の間には、液晶



(4) JP 4559206 B2 2010.10.6

10

20

30

40

50

層１４が形成されている。
　第２基板２２は、アレイ基板とも称して、スイッチング素子である薄膜トランジスタＴ
がマトリックス状に配置され、このような複数の薄膜トランジスタを交差して通るゲート
配線１３とデータ配線１５が形成される。
【０００５】
　ここで、サブ画素領域ＰＳは、ゲート配線１３とデータ配線１５が交差して規定される
領域であって、ドット(dot)で表示する場合もある。サブ画素領域ＰＳ上には前述したよ
うな透明な画素電極１７が形成される。
【０００６】
　画素電極１７は、インジウム－スズ－オキサイド（ＩＴＯ）のように、光の透過率が比
較的に優れた透明導電性金属を使用して形成される。
【０００７】
　前述のような構成の液晶パネルの動作は、液晶の電気光学的効果に基づく動作の特性に
よるものである。
　より詳しく説明すると、液晶層１４は、自発分極の特性の誘電異方性物質であって、電
圧が印加されると自発分極により双極子を形成することによって、電界の印加方向により
分子の配列方向が変わる特性がある。
【０００８】
　従って、このような配列状態により、光学的特性が変わることによって、電気的な光変
調が起きて、このような液晶の光変調現象により光を遮断または、通過させることによっ
てイメージを表示する。
【０００９】
　このような液晶表示装置は、外部の駆動システムから伝達されるＲＧＢデータ及び各種
の制御信号を、適切な電気的信号に変換する駆動回路部と、使用者に対して画像を表示す
るための液晶パネルとを含む。以下、図を参照して説明する。
【００１０】
　図２は、従来の液晶表示装置の概略的なブロック図である。　図示したように、液晶表
示装置１００は、液晶パネル１２０と、液晶パネル１２０を駆動するための駆動回路部１
３０とを含む。
【００１１】
　液晶パネル１２０には、ゲート配線１２２、ゲート配線１２２と交差して、サブ画素領
域ＰＳを規定するデータ配線１２４、ゲート配線１２２及びデータ配線１２４に接続され
るスイッチング素子である薄膜トランジスタＴが形成されている。
【００１２】
　駆動回路部１３０は、外部の駆動システム(図示せず)から伝達されるＲＧＢデータ及び
各種の制御信号を処理して液晶パネル１２０へ供給する部分であって、タイミングコント
ローラー(timing　controller)１３６、ガンマ(gamma)電源部１３８、ゲートドライバー
１３２、データドライバー１３４を含む。
【００１３】
　ゲートドライバー１３２は、液晶パネル１２０のゲート配線１２２に接続され、ゲート
信号を入力して、データドライバー１３４は、データ配線１２４に接続され、データ信号
を入力する。
【００１４】
　タイミングコントローラー１３６は、外部の駆動システムから伝達されたＲＧＢデータ
及び各種の制御信号を処理して、ゲート制御信号とデータ制御信号を出力する部分であっ
て、制御信号には、タイミング同期信号としてフレーム区別信号である垂直同期信号、ラ
イン区別信号である水平同期信号、データが入力される時点を表示するデータイネーブル
信号、メインクロック等が含まれる。
【００１５】
　また、タイミングコントローラー１３６は、ＲＧＢデータを再配置して、タイミング同
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期信号に対応して、液晶パネルを駆動するためのデータ制御信号、すなわち、ＲＧＢデジ
タルデータ、水平同期信号、データドライバー１３４でＲＧＢデジタルデータの入力のス
タートを命令する水平ラインスタート信号、データドライバー１３４内のデータシフトの
ためのソースパルスクロック等をデータドライバー１３４へ出力する。
【００１６】
　さらに、タイミングコントローラー１３６は、ゲート制御信号、すなわち、 垂直同期
信号、ゲートドライバー１３２でゲートオン信号の入力のスタートを命令する垂直ライン
スタート信号、ゲート信号を、各々のゲート配線１２２に順に入力するためのゲートクロ
ック等を、ゲートドライバー１３２へ出力する。
【００１７】
　ガンマ電源部１３８は、外部から伝達される階調基準電圧を利用して、ＲＧＢデータビ
ット数により、適合な階調電圧を発生させて、データドライバー１３４へ出力する。
【００１８】
　一方、このような液晶表示装置では、特定の停止画像を長い時間駆動させた後に異なる
画像を示す場合、以前の画像パターンが残っている場合が発生することがあるが、これが
残像である。残像は、画素電極と共通電極との間の液晶層にＤＣ電圧が印加される場合に
発生する。
【００１９】
　液晶は、基本的に、屈折率の異方性を有しており、ＤＣ電圧の印加により簡単に熱化さ
れるので、このような残像が発生し易い。したがって、これを防ぐため、一般的に交流駆
動される。
【００２０】
　また、画素電極と共通電極とに印加される電圧の極性(polarity)がいつも固定された値
だとすると、このような現象が深刻化する場合もあるので、印加電圧の極性をフレームに
よってまたは位置によって異ならせる方法がある。このような方法として、フィールド反
転(field　inversion)、ライン反転(line　inversion)、ドット反転(dot inversion)等が
主に使用される。
【００２１】
　フィールド反転方式では、フィールドが変更されるたびに、液晶パネルに供給されるデ
ータ信号の極性を反転させる。ライン反転方式では、液晶パネルのゲート配線によって、
データ信号の極性が反転される。また、ドット反転方式では、隣接画素領域に相反した極
性のデータ信号が供給されると同時に、フィールドごとに液晶パネルに供給されるデータ
信号の極性が反転される。
【００２２】
　このような反転方式を利用するために、駆動回路部１３０は、極性印加部(図示せず)を
含む。
【００２３】
　これらの反転方式のうち、極性を最も多く変えることができるドット反転方式が、幅広
く利用されている。
【００２４】
　一方、１つのサブ画素領域ＰＳでは、各々のサブカラーフィルター(図１の７ａ、７ｂ
、７ｃ)に対応して、赤色、緑色、青色のサブカラーフィルター(図１の７ａ、７ｂ、７ｃ
)が１つの色を表現する単位画素を構成して、画面を表示するが、上記ドット反転方式を
これに適用すると、サブ画素領域ＰＳごとに、すなわち、カラーごとに、相互に異なる極
性が印加される。
　この時、サブ画素領域ＰＳ等の間の配置やサブカラーフィルター７ａ、７ｂ、７ｃ等の
間の配置は、多様に提案されている。以下、図を参照して説明する。
【００２５】
　図３ないし図７は、従来の液晶表示装置のサブ画素領域の配列を示した平面図であって
、各々ストライプ(stripe)配列、モザイク(mosaic)配列、トライアングル(triangle)配列
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、スクエア(square)配列、クワド(quad)配列を示している。
【００２６】
　図３のストライプ配列では、サブ画素領域ＰＳは、横と縦に、各々一致して配列されて
、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂのサブカラーフィルターは、横には、順に配列されるが、縦に
は、同じ色が続くように配列される。
【００２７】
　図４のモザイク配列では、サブ画素領域ＰＳは、横と縦に、各々一致して配列されて、
赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂのサブカラーフィルターは、横と縦に、各々順に配列される。
【００２８】
　図５のトライアングル配列では、サブ画素領域ＰＳは、横には、一致して配列されるが
、縦には、交互に配置されて、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂのサブカラーフィルターは、横に
は、順に配列されて、縦には、相互に同じ色が続かないように交互に配置される。従って
、トライアングル配列では、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂのサブカラーフィルターが、三角形
を構成するように集まる。
【００２９】
　図６のスクエア配列では、サブ画素領域ＰＳは、横と縦に、各々一致して配列されて、
赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂのサブカラーフィルターは、横には、順に配列されて、縦には、
２つの色が、交互に配置される。
【００３０】
　図７のクワド配列では、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂを示すサブ画素領域ＰＳ以外に、白色
を示すサブ画素領域ＰＳが、追加されるが、便宜上、これを白色Ｗのサブカラーフィルタ
ーと称する。（実質的には、白色のサブカラーフィルターが形成されない場合もある。）
【００３１】
　サブ画素領域ＰＳは、横と縦に、各々一致して配列されて、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ、
白色Ｗのサブカラーフィルターは、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ、白色Ｗのサブカラーフィル
ターが集まって１つの大きい四角形を構成するように配列される。
【００３２】
　白色Ｗのサブカラーフィルターは、輝度、開口率、コントラストレシオ(contrast　rat
io)等を改善するためであって、別途のデータ信号により駆動される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３３】
　前述のような従来の液晶表示装置のサブ画素領域とサブカラーフィルターの配列のうち
、ストライプ(stripe)配列、モザイク(mosaic)配列、トライアングル(triangle)配列、ス
クエア(square)配列は、実質的に開口率と輝度が低く、開口率とコントラスト比が固定さ
れているという短所がある。
【００３４】
　また、クワド(quad)配列は、開口率、輝度、コントラスト比が改善されるという長所が
あるが、別途のデータ信号を入力しなければならないので、駆動回路部が複雑になり、製
造コストが増加する可能性がある。
【００３５】
　また、上記の全ての方式では、単に赤色、緑色、青色の３つの色を利用して画面を表示
するので、根本的に、色合いの再現範囲(または、色彩領域；color gamut)に限界がある
。
【課題を解決するための手段】
【００３６】
　このような問題を解決するために、本発明は、表示領域に、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ、
黄色Ｙの４つの色を示すサブ画素領域を配置して、上記４つの色を示すサブ画素領域の中
央に白色を示すサブ画素領域を挿入することによって、上記白色を示すサブ画素領域の液
晶層が、上記４つの色を示すサブ画素領域間の電場により自動的に駆動される液晶表示装
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置を提供する。
【００３７】
　白色を示すサブ画素領域によって、開口率と輝度は画素領域ごとに制御され、コントラ
スト比は、フレームごとに、黄色を示すサブ画素領域によって色合いの再現範囲(またが
、色合い領域)が拡張される。
【００３８】
　前述したような目的を達成するために、本発明の実施例１は、各々が赤色Ｒ、緑色Ｇ、
青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域と上記赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領
域によって囲まれた白色のサブ画素領域とで構成される、複数の画素領域が規定される第
１基板と；該第１基板の上部に形成されるゲート配線と；該ゲート配線と交差するデータ
配線と；該ゲート配線及びデータ配線に接続されるスイッチング素子と；該スイッチング
素子に接続され、上記赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域に各々対応する
赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙ画素電極と；第２基板の上部に形成された、上記赤色
Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域に各々対応する赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及
び黄色Ｙのサブカラーフィルター層と；上記赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブカ
ラーフィルター層の上部に形成される共通電極と；上記赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ、黄色Ｙ
の画素電極と上記赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ、黄色Ｙのサブカラーフィルター層との間に形
成される液晶層とを含む液晶表示装置を提供する。
【００３９】
　赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの画素電極のうち、隣接する画素電極には、相互に
異なる極性の電圧が印加され、白色Ｗのサブ画素領域には、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び
黄色Ｙの画素電極による間接電場が形成される。
【００４０】
　上記間接電場は、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの画素電極のうちの隣接する画素
電極間に形成され、白色Ｗのサブ画素領域に対応する液晶層は上記間接電場によって画素
ごとに駆動される。
【００４１】
　白色Ｗのサブ画素領域に対応する上記液晶層は、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの
画素電極のうちの隣接する画素電極に印加される電圧の差によって透過率が変わるように
駆動される。
【００４２】
　赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域は、各々１つの角が切断された四角
形を構成し、また、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域は、横及び縦に、
相互に隣接して１つの四角形状を構成する。白色Ｗのサブ画素領域は、赤色Ｒ、緑色Ｇ、
青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域の上記切断された角によって規定される。
【００４３】
　実施例１の液晶表示装置は、第２基板の上部に形成された、白色Ｗのサブ画素領域に対
応する白色Ｗのサブカラーフィルター層をさらに含む。一方、共通電極は、白色Ｗのサブ
カラーフィルター層の上部に延長され構成される。
【００４４】
　本発明の実施例２は、各々赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域と赤色Ｒ
、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域によって囲まれた白色のサブ画素領域とで構
成される複数の画素領域が規定される第１基板と；該第１基板の上部に形成されるゲート
配線と；該ゲート配線と交差するデータ配線と；該ゲート配線及びデータ配線に接続され
るスイッチング素子と；該スイッチング素子に接続され、上記赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及
び黄色Ｙのサブ画素領域の各々に螺旋状に形成される赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙ
画素電極と；上記赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域の各々に螺旋状に形
成され、上記赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの画素電極と離隔され、交互に形成され
る共通電極と；第２基板の上部に形成された、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ
画素領域に各々対応する赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ、黄色Ｙのサブカラーフィルター層と；
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赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの画素電極と赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ、黄色Ｙのカラ
ーフィルター層との間に形成される液晶層とを含む液晶表示装置を提供する。  　
【００４５】
　白色Ｗのサブ画素領域には、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの画素電極の各々から
延長される赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの第１補助画素電極と、赤色Ｒ、緑色Ｇ、
青色Ｂ及び黄色Ｙの第１補助画素電極の各々から垂直に延長される赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色
Ｂ及び黄色Ｙの第２補助画素電極がさらに形成され、赤色Ｒの第１補助画素電極と黄色Ｙ
の第２補助画素電極、赤色Ｒの第２補助画素電極と緑色Ｇの第１補助画素電極、緑色Ｇの
第２補助画素電極と青色Ｂの第１補助画素電極、青色Ｂの第２補助画素電極と黄色Ｙの第
１補助画素電極は、各々平行である。
【００４６】
　実施例２の液晶表示装置において、白色Ｗのサブ画素領域に対応する液晶層は、赤色Ｒ
、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの第１補助画素電極と赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの
第２補助画素電極との間に印加された電場によって駆動される。また、白色Ｗのサブ画素
領域に対応する液晶層は、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの第１補助画素電極と赤色
Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの第２補助画素電極のうち、隣接する第１補助電極と第２
補助電極との間に印加された電圧の差によって透過率が変わるように駆動される。
【００４７】
　実施例２において、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの画素電極のうち隣接する画素
電極には、相互に異なる極性の電圧が印加される。また、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄
色Ｙのサブ画素領域は、各々１つの角が切断された四角形状であり、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青
色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域は、縦横に相互に隣接して１つの四角形状を構成し、白色
Ｗのサブ画素領域は、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域の切断された角
によって規定された領域である。
【００４８】
　さらに、実施例２による液晶表示装置は、第２基板の上部に形成された、白色Ｗのサブ
画素領域に対応する白色Ｗのサブカラーフィルター層を含む。
【００４９】
　また、本発明は、赤色Ｒを表示する赤色Ｒのサブ画素領域と；緑色Ｇを表示する緑色Ｇ
のサブ画素領域と；青色Ｂを表示する青色Ｂのサブ画素領域と；黄色Ｙを表示する黄色Ｙ
のサブ画素領域と；赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域によって囲まれた
、白色Ｗを表示する白色Ｗのサブ画素領域とを含む液晶表示装置を提供する。ここで、赤
色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域は、各々１つの角が切断された四角形状
を構成し、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域は、縦横に相互に隣接して
１つの四角形状を構成し、白色Ｗのサブ画素領域は、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙ
のサブ画素領域の切断された角によって規定された領域である。
【００５０】
　以下、添付された図面を参照して、本発明による望ましい実施例を説明する。
【発明の効果】
【００５１】
　画素ごとに開口率を自動制御できる本発明の液晶表示装置においては、各画素領域を、
赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙを各々表示する赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙの
サブ画素領域と、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ及び黄色Ｙのサブ画素領域に印加されるデータ
信号によって間接電場が形成される、白色Ｗのサブ画素領域とを備え、画素領域ごとに開
口率と輝度を制御し、フレームごとにコントラスト比を制御する。
　また、黄色Ｙのサブ画素領域を追加することによって、色合いの再現範囲が拡張される
。
【実施例】
【００５２】
　図８は、本発明の実施例１による液晶表示装置の画素の配列を示した平面図である。
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　図８では、画素の配列を明確に示すために、画素電極に電圧を印加するためのゲート配
線、データ配線、スイッチング素子等は、示していない。
【００５３】
　図８に示したように、液晶表示装置２００は、各々が１つの色を表現する複数の画素領
域Ｐを含み、各々の画素領域Ｐは、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ、黄色Ｙ及び白色Ｗをディス
プレーする赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ、黄色Ｙ及び白色Ｗのサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、
ＰＳＢ、ＰＳＹ、ＰＳＷから構成される。
【００５４】
　赤色、緑色、青色、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹの各々は、１
つの角が切断された四角形状であって、横と縦に隣接して配置され、１つの大きい正四角
形状を構成する。
【００５５】
　白色のサブ画素領域ＰＳＷは、赤色、緑色、青色、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ

、ＰＳＢ、ＰＳＹで囲まれている中央に配置されており、実質的には、赤色、緑色、青色
、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹの切断された角によって定義され
る領域である。
【００５６】
　液晶表示装置２００は、黄色Ｙを表示する黄色のサブ画素領域ＰＳＹが追加されること
によって、色合いの再現範囲が拡張される長所がある。
【００５７】
　また、液晶表示装置２００をドット反転(dot inversion)方式で駆動する場合、白色Ｗ
を表示する白色のサブ画素領域ＰＳＷには、隣接する赤色、緑色、青色、黄色のサブ画素
領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹの画素電極(図示せず)に印加される電圧による間接
電場(indirect electric field)が形成され、白色のサブ画素領域ＰＳＷに対応する液晶
層(図示せず)を駆動(配列；align)させる。
【００５８】
　従って、各画素領域Ｐごとに、輝度及び開口率が自動的に制御されて、１フレーム内で
コントラスト比が向上し、画質が改善される。
【００５９】
　図示してはいないが、液晶表示装置２００の断面の構成は、従来のように(図１参照)形
成することができ、ゲート配線、データ配線、スイッチング素子、画素電極が形成された
第１基板と、ブラックマトリックス、カラーフィルター層、共通電極が形成された第２基
板と、第１基板及び第２基板間に形成された液晶層とで構成される。
【００６０】
　間接電場による画質の改善効果を、図を参照して説明する。
　図９は、本発明の実施例１による液晶表示装置の１つの画素領域の動作を示した平面図
であって、ドット反転方式で液晶パネルを駆動する場合を示す。
【００６１】
　図９に示したように、画素領域Ｐは、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂ、黄色Ｙ、白色Ｗを表示
する赤色、緑色、青色、黄色、白色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹ、Ｐ

ＳＷで構成され、赤色、緑色、青色、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳ

Ｙに対応する画素電極(図示せず)には、正極性＋と負極性－の電圧(データ信号)が、交代
に印加される。例えば、赤色、青色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＢに対応する画素電極に
、正極性＋の電圧が印加される場合には、緑色、黄色のサブ画素領域ＰＳＧ、ＰＳＹに対
応する画素電極には、負極性－の電圧が印加される。この時、白色のサブ画素領域ＰＳＷ

には、別途の画素電極を形成しない。また、白色のサブ画素領域ＰＳＷには、別途の白色
のカラーフィルター層を形成しないで、平坦化のための透明な絶縁膜がカラーフィルター
層の役割をする場合もある。
【００６２】
　白色のサブ画素領域ＰＳＷには、別途の画素電極がないので、画素電極と共通電極によ
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る電場は形成されないが、ドット反転駆動によって隣接した赤色、緑色、青色、黄色のサ
ブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹに対応する画素電極には、相互に異なる極性
の電圧が印加されるので、これによって、間接電場が形成される。
【００６３】
　すなわち、正極性＋の赤色のサブ画素領域ＰＳＲに対応する画素電極と、 負極性－の
黄色のサブ画素領域ＰＳＹに対応する画素電極によって第１電場Ｅ１が形成され、同様に
、赤色のサブ画素領域ＰＳＲに対応する画素電極と緑色のサブ画素領域ＰＳＧに対応する
画素電極、緑色のサブ画素領域ＰＳＧに対応する画素電極と青色のサブ画素領域ＰＳＢに
対応する画素電極、青色のサブ画素領域ＰＳＢに対応する画素電極と黄色のサブ画素領域
ＰＳＹに対応する画素電極による第２電場Ｅ２、第３電場Ｅ３、第４電場Ｅ４が、各々白
色のサブ画素領域ＰＳＷに形成される。
【００６４】
　従って、白色のサブ画素領域ＰＳＷに対応する液晶層は、第１電場Ｅ１、第２電場Ｅ２

、第３電場Ｅ３、第４電場Ｅ４によって駆動され、画素領域Ｐ別に異なる透過率を有する
。
【００６５】
　各画素領域Ｐに入力されるデータ信号による白色のサブ画素領域ＰＳＷの間接電場の形
成を、図を参照してさらに詳しく説明する。
【００６６】
　図１０は、本発明の実施例１による液晶表示装置に入力されるデータ信号を示した図で
ある。
【００６７】
　図１１Ａは、本発明の実施例１による液晶表示装置であって、ホワイトの画面を表示す
る場合の画素領域の動作を示した図であり、図１１Ｂは、本発明の実施例１による液晶表
示装置であって、ブラックの画面を表示する場合の、画素領域の動作を示す図である。
【００６８】
　図１０、図１１Ａ、図１１Ｂにおいて、液晶表示装置は、通常ブラックモード(normall
y black mode)、ドット反転方式で駆動される。
【００６９】
　図１０に示したように、ホワイト(white)画面を表示する場合、正極性＋の高電圧デー
タ信号＋Ｖｄｄと、負極性－の低電圧データ信号－Ｖｄｄとが、サブ画素領域に交代に入
力される。
【００７０】
　一方、ブラック(black)画面を表示する場合、共通電圧Ｖｃｏｍと、実質的に、同じデ
ータ信号が全てのサブ画素領域に入力される。
【００７１】
　具体的に説明すると、図１１Ａに示したように、ホワイトの画面を表示する場合、赤色
、緑色、青色、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹの画素電極(図示せ
ず)には、各々正極性＋の高電圧データ信号＋Ｖｄｄ、負極性－の低電圧データ信号－Ｖ
ｄｄ、正極性＋の高電圧データ信号＋Ｖｄｄ、負極性－の低電圧データ信号－Ｖｄｄが入
力される。
【００７２】
　従って、相反する電位＋Ｖｄｄ、－Ｖｄｄを有する赤色のサブ画素領域ＰＳＲの画素電
極と黄色のサブ画素領域ＰＳＹの画素電極は、２Ｖｄｄの電圧の差があって、これによっ
て、白色のサブ画素領域ＰＳＷには、第１電場Ｅ１が形成される。
【００７３】
　前述したように、赤色のサブ画素領域ＰＳＲの画素電極と緑色のサブ画素領域ＰＳＧの
画素電極との間、緑色のサブ画素領域ＰＳＧの画素電極と青色のサブ画素領域ＰＳＢの画
素電極との間、及び青色のサブ画素領域ＰＳＢの画素電極と黄色のサブ画素領域ＰＳＹの
画素電極との間にも、各々２Ｖｄｄの電圧の差が発生して、これによって、白色のサブ画
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素領域ＰＳＷには、第２電場Ｅ２、第３電場Ｅ３、第４電場Ｅ４が形成される。
【００７４】
　また、白色のサブ画素領域ＰＳＷの液晶層は、画素電極を形成しなくても、第１電場Ｅ

１、第２電場Ｅ２、第３電場Ｅ３、及び第４電場Ｅ４によって、光が透過されるように駆
動される。
【００７５】
　一方、図１１Ｂに示したように、ブラックの(black)画面を表示する場合、赤色、緑色
、青色、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹの画素電極(図示せず)には
、各々、共通電圧Ｖｃｏｍと実質的に同じ電圧が入力される。
【００７６】
　従って、赤色、緑色、青色、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹの各
画素電極間には電圧の差が発生せず、白色のサブ画素領域ＰＳＷには電場が形成されない
。
　すなわち、白色のサブ画素領域ＰＳＷの液晶層は、光が透過されないように駆動される
。
【００７７】
　結論的に、本発明の液晶表示装置で、ホワイトの画面を表示する場合には、白色のサブ
画素領域ＰＳＷの液晶層が駆動され、輝度及び開口率が増加する。また、ブラック画面を
表示する場合には、白色のサブ画素領域ＰＳＷの液晶層が駆動されなくなって、輝度及び
開口率が減少する。すなわち、画素領域ごとに、明るい部分は、さらに明るく、暗い部分
は、さらに暗く表示する。
【００７８】
　従って、赤色、緑色、青色、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹの画
素電極に入力されるデータ信号によって、画素領域Ｐごとに、輝度及び開口率が自動的に
制御されて、液晶パネルを基準に、コントラスト比がフレームごとに自動的に制御される
。
【００７９】
　グレーレベル(gray level)表示において、このような白色のサブ画素領域ＰＳＷの役割
を、図を参照して説明する。
【００８０】
　図１２は、本発明の実施例１による液晶表示装置が、画面を表示する写真であって、図
１３Ａないし図１３Ｃは、各々図１２のＡ１、Ａ２、Ａ３部分の画素領域の動作を示した
図である。
【００８１】
　図１２に示したように、液晶表示装置で表示される実際の画面は、ホワイト部分Ａ１と
ブラック部分Ａ２の他に、ホワイトとブラック間のグレーの部分Ａ３を含む。　
【００８２】
　ホワイト部分Ａ１での画素電極の電圧は、正極性＋または、負極性－の高電圧(図１０
の＋Ｖｄｄ、－Ｖｄｄ)であって、ブラック部分Ａ２での画素電極の電圧は、共通電圧(図
１０のＶｃｏｍ)と実質的に同じ電圧である。
【００８３】
　一方、ホワイトとブラック間のグレーの部分Ａ３での画素電極の電圧は、正極性＋また
は、負極性－でありながら、その絶対値が、共通電圧(図１０のＶｃｏｍ)よりは大きくて
、高電圧(図１０のＶｄｄ)よりは小さい値を有する。
【００８４】
　図１３Ａ及び図１３Ｂに示したように、ホワイト部分Ａ１においては、赤色、緑色、青
色、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹの各画素電極の間には２Ｖｄｄ
の電圧の差があり、ブラック部分Ａ２においては、赤色、緑色、青色、黄色のサブ画素領
域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹの各画素電極の間に電圧の差がない。
【００８５】
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　従って、ホワイト部分Ａ１の白色のサブ画素領域ＰＳＷには、最も強い電場ＥＷが形成
され、この部分の液晶層は、光が透過されるように駆動される。一方、ブラック部分Ａ２
の白色のサブ画素領域ＰＳＷには、最も弱い電場ＥＢが形成され、この部分の液晶層は、
光が透過されないように駆動される。
【００８６】
　また、図１３Ｃのホワイトとブラック間のグレーの部分Ａ３では、 赤色、緑色、青色
、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹの各画素電極が、各々第１電圧＋
Ｖ１、第２電圧－Ｖ２、第３電圧＋Ｖ３、第４電圧－Ｖ４を有する。
【００８７】
　第１電圧、第２電圧、第３電圧、第４電圧の絶対値Ｖ１、Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４は、各々共
通電圧Ｖｃｏｍより大きくて、高電圧(図１０のＶｄｄ)より小さく(Ｖｃｏｍ＜Ｖ１＜Ｖ
ｄｄ、Ｖｃｏｍ＜Ｖ２＜Ｖｄｄ、Ｖｃｏｍ＜Ｖ３＜Ｖｄｄ、Ｖｃｏｍ＜Ｖ４＜Ｖｄｄ)、
正極性＋と負極性－が交代に印加される。
【００８８】
　従って、赤色のサブ画素領域ＰＳＲの画素電極と黄色のサブ画素領域ＰＳＹの画素電極
との間の電圧の差(Ｖ１＋Ｖ４)は、０Ｖより大きくて、２Ｖｄｄより小さい(０＜(Ｖ１＋
Ｖ４)＜２Ｖｄｄ)。
【００８９】
　同じく、赤色のサブ画素領域ＰＳＲの画素電極と緑色のサブ画素領域ＰＳＧの画素電極
との間、緑色のサブ画素領域ＰＳＧの画素電極と青色のサブ画素領域ＰＳＢの画素電極と
の間、青色のサブ画素領域ＰＳＢの画素電極と黄色のサブ画素領域ＰＳＹの画素電極との
間の電圧の差(Ｖ１＋Ｖ２、Ｖ２＋Ｖ３、Ｖ３＋Ｖ４)も、各々０Ｖより大きくて、２Ｖｄ
ｄより小さい(０＜(Ｖ１＋Ｖ２)＜２Ｖｄｄ、０＜(Ｖ２＋Ｖ３)＜２Ｖｄｄ、０＜(Ｖ３＋
Ｖ４)＜２Ｖｄｄ)。
【００９０】
　すなわち、ホワイトとブラックとの間のグレーの部分Ａ３の白色のサブ画素領域ＰＳＷ

には、最も弱い電場(図１３ＢのＥＢ)より強くて、最も強い電場(図１３ＡのＥＷ)より弱
い電場ＥＧが形成されて(ＥＢ＜ＥＧ＜ＥＷ)、これにより、この部分の液晶層は、ブラッ
ク部分Ａ２よりは光が多く透過され、ホワイト部分Ａ１よりは光が少なく透過されるよう
に駆動される。
【００９１】
　ホワイトとブラックとの間のグレーの部分Ａ３では、それに合うように、輝度及び開口
率が中間の値へと増加される。
　結果として、本発明による液晶表示装置では、間接電場によって駆動される白色のサブ
画素領域ＰＳＷにより、輝度及び開口率が自動的に制御され、１つの画面内のコントラス
ト比が増加して、画質が向上される。
【００９２】
　図１４は、本発明の実施例２による液晶表示装置の画素の配列を示した平面図であって
、図１５は、本発明の実施例２による液晶表示装置の１つの画素領域の詳細を示した平面
図である。
【００９３】
　図１４及び図１５には、横電界モード(In-Plane　Switching　Mode;
IPS Mode)液晶表示装置を示しており、各画素領域Ｐは、赤色、緑色、青色、黄色、白色
のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹ、ＰＳＷで構成される。
【００９４】
　赤色のサブ画素領域ＰＳＲには、画素電極３１０と共通電極３５０が、交互に螺旋状に
形成される。
【００９５】
　同様に、緑色、青色、黄色のサブ画素領域ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹにも、画素電極３２
０、３３０、３４０と共通電極３５０が、各々螺旋状に形成される。
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【００９６】
　赤色、緑色、青色、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹに形成される
螺旋形の画素電極３１０、３２０、３３０、３４０各々の最外郭部によって、実施例１と
同じように、間接電場が白色のサブ画素領域ＰＳＷに形成される。
【００９７】
　実施例２では、白色のサブ画素領域ＰＳＷの液晶層の駆動をさらに強化するために、白
色のサブ画素領域ＰＳＷに、赤色、緑色、青色、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、Ｐ

ＳＢ、ＰＳＹ各々の画素電極から延長された第１補助画素電極３１０ａ、３２０ａ、３３
０ａ、３４０ａと第２補助画素電極３１０ｂ、３２０ｂ、３３０ｂ、３４０ｂとをさらに
形成する。 第２補助画素電極３１０ｂ、３２０ｂ、３３０ｂ、３４０ｂは、各々第１補
助画素電極３１０ａ、３２０ａ、３３０ａ、３４０ａから延長される。
【００９８】
　補助画素電極の配列において、赤色のサブ画素領域ＰＳＲから延長された第１補助画素
電極３１０ａは、黄色のサブ画素領域ＰＳＹから延長された第２補助画素電極３４０ｂと
相互に向かい合うように離隔され、両補助画素電極３１０ａ、３４０ｂに印加される電圧
によって電場が形成される。
【００９９】
　ホワイト画面の場合には、補助画素電極３１０ａと３４０ｂとの間に２Ｖｄｄの電圧の
差が発生し、ブラック画面の場合には、補助画素電極３１０ａと３４０ｂとの間には電圧
の差がない。また、ホワイトとブラック間のグレーの画面では、０Ｖより大きく２Ｖｄｄ
より小さい電圧の差が発生する。
【０１００】
　従って、赤色のサブ画素領域ＰＳＲから延長された第１補助画素電極３１０ａと黄色の
サブ画素領域ＰＳＹから延長された第２補助画素電極３４０ｂにより、画素領域ごとに、
グレーレベルによって大きさが異なる電場が形成されて、それにより、光の透過量が異な
る。
【０１０１】
　前述した動作は、赤色のサブ画素領域ＰＳＲから延長された第２補助画素電極３１０ｂ
と緑色のサブ画素領域ＰＳＧから延長された第１補助画素電極３２０ａとの間、緑色のサ
ブ画素領域ＰＳＧから延長された第２補助画素電極３２０ｂと青色のサブ画素領域ＰＳＢ

から延長された第１補助画素電極３３０ａとの間、及び、青色のサブ画素領域ＰＳＢから
延長された第２補助画素電極３３０ｂと黄色のサブ画素領域ＰＳＹから延長された第１補
助画素電極３４０ａとの間にも、同じく適用される。
【０１０２】
　結果として、本発明による横電界モード液晶表示装置では、間接電場によって駆動され
る白色のサブ画素領域ＰＳＷにより、輝度及び開口率が自動的に制御され、１つの画面内
のコントラスト比が増加して、画質が向上される。
【０１０３】
　図示してはないが、横電界モード液晶表示装置の断面の構成は、ゲート配線、データ配
線、スイッチング素子、画素電極、及び共通電極が形成された第１基板と、ブラックマト
リックス及びカラーフィルター層が形成された第２基板と、第１基板及び第２基板間に形
成された液晶層とで構成される。
【０１０４】
　白色のサブ画素領域ＰＳＷに形成された第１補助画素電極３１０ａ、３２０ａ、３３０
ａ、３４０ａと第２補助画素電極３１０ｂ、３２０ｂ、３３０ｂ、３４０ｂとの間の電圧
の差は、０Ｖから２Ｖｄｄの値を有するが、この値は、赤色、緑色、青色、黄色のサブ画
素領域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹの画素電極３１０、３２０、３３０、３４０と共
通電極３５０との間の電圧の差が０ＶからＶｄｄの値を有するのに比べると、その幅がさ
らに広い。
【０１０５】
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　従って、電極間の距離が同じ場合は、さらに強い電場を形成することができ、それによ
り液晶の応答速度を増加させることができる。また、電極間の距離を増加させることによ
り開口率を増加させることもできる。
【０１０６】
　本発明による液晶表示装置の画素領域内の赤色、緑色、青色、黄色、白色のサブ画素領
域ＰＳＲ、ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹ、ＰＳＷの配列及び形状は、上述した実施例に限られ
るものではない。
【０１０７】
　図１６ないし図１８は、各々本発明の実施例３ないし実施例５による液晶表示装置の画
素の配列を示した図である。
【０１０８】
　図１６ないし図１８に示したように、赤色、緑色、青色、黄色のサブ画素領域ＰＳＲ、
ＰＳＧ、ＰＳＢ、ＰＳＹに囲まれた白色のサブ画素領域の形状は多様に変更することがで
きるが、この時、白色のサブ画素領域に、グレーによる間接電場が形成される原理は、前
述した実施例１及び実施例２と同じであって、白色のサブ画素領域の形状によって、白色
のサブ画素領域に形成される電場Ｅの方向が、多様に変更される。
【０１０９】
　本発明による画素ごとの開口率の自動制御が可能である液晶表示装置は、実施例等に限
らず、本発明の趣旨に反しない範囲内で、本発明が属する技術分野で、通常の知識を有す
る者により多様な変化と変形がなし得ることは言うまでもなく、このような変化と変形が
本発明に属することは、添付された請求範囲を通じて知ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１１０】
【図１】従来の液晶表示装置を概略的に示した分解斜視図である。
【図２】従来の液晶表示装置の概略的なブロック図である。
【図３】従来の液晶表示装置のサブ画素領域のストライプ(stripe)配列を示した平面図で
ある。
【図４】従来の液晶表示装置のサブ画素領域のモザイク(mosaic)配列を示した平面図であ
る。
【図５】従来の液晶表示装置のサブ画素領域のトライアングル(triangle)配列を示した平
面図である。
【図６】従来の液晶表示装置のサブ画素領域のスクエア(square)配列を示した平面図であ
る。
【図７】従来の液晶表示装置のサブ画素領域のクワド(quad)配列を示した平面図である。
【図８】本発明の実施例１による液晶表示装置の画素の配列を示した平面図である。
【図９】本発明の実施例１による液晶表示装置の１つの画素領域の動作を示した平面図で
ある。
【図１０】本発明の実施例１による液晶表示装置に入力されるデータ信号を示した図であ
る。
【図１１Ａ】本発明の実施例１による液晶表示装置であって、ホワイト画面を表示する場
合の画素領域の動作を示した図である。
【図１１Ｂ】本発明の実施例１による液晶表示装置であって、ブラック画面を表示する場
合の画素領域の動作を示した図である。
【図１２】本発明の実施例１による液晶表示装置が画面を表示する写真である。
【図１３Ａ】図１２のＡ１部分の画素領域の動作を示した図である。
【図１３Ｂ】図１２のＡ２部分の画素領域の動作を示した図である。
【図１３Ｃ】図１２のＡ３部分の画素領域の動作を示した図である。
【図１４】本発明の実施例２による液晶表示装置の画素の配列を示した平面図である。
【図１５】本発明の実施例２による液晶表示装置の１つの画素領域の詳細を示した平面図
である。
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【図１６】本発明の実施例３による液晶表示装置の画素の配列を示した平面図である。
【図１７】本発明の実施例４による液晶表示装置の画素の配列を示した平面図である。
【図１８】本発明の実施例５による液晶表示装置の画素の配列を示した平面図である。
【符号の説明】
【０１１１】
２００：液晶表示装置 　　　　　　　　
Ｐ：画素領域
ＰＳＲ：赤色のサブ画素領域
ＰＳＧ：緑色のサブ画素領域
ＰＳＢ：青色のサブ画素領域
ＰＳＹ：黄色のサブ画素領域
ＰＳＷ：白色のサブ画素領域

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１Ａ】

【図１１Ｂ】 【図１２】

【図１３Ａ】
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【図１３Ｂ】

【図１３Ｃ】

【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】
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